
　
21
年
度
の
各
教
区
総
会
の
開
催
状
況
が

数
回
に
亘
っ
て
「
教
団
新
報
」
誌
上
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
教
団
問
案
使
と
し

て
教
団
四
役
が
各
教
区
総
会
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
非
常
事
態
が
続
い
て
い
た

た
め
、今
年
度
も
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
教
団
新
報
の
記
者
が
取
材
を
し
て

記
事
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
に
続
き

各
教
区
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

を
記
載
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
3
月
か
ら
9
月
ま
で
の
期
間
に
17
教
区

す
べ
て
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
書
面
決
議
と
い
う
形
で
の

開
催
で
し
た
。
例
外
は
、
東
海
教
区
が
妙

高
高
原
の
「
池
の
平
ホ
テ
ル
」
で
対
面
で

行
っ
た
こ
と
、
神
奈
川
教
区
は
対
面
で
行

う
計
画
で
し
た
が
、
参
加
者
が
定
足
数
に

達
せ
ず
、
急
遽
臨
時
常
置
委
員
会
を
開
催

し
て
准
允
式
を
行
う
処
置
を
し
た
事
例
も

あ
り
ま
し
た
。
北
海
教
区
と
九
州
教
区
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
と
い
う
形
で
、
各
教

会
や
セ
ン
タ
ー
を
ネ
ッ
ト
で
結
ん
で
三

役
・
常
置
委
員
の
選
挙
を
は
じ
め
す
べ
て

の
法
定
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
事

前
に
か
な
り
丁
寧
な
説
明
と
準
備
に
よ
っ

て
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
教
会
の
総
会
は
一
堂
に
会
し
て
議
す
る

と
い
う
形
が
本
来
の
も
の
で
、
書
面
に
よ

る
決
議
と
い
う
形
は
あ
く
ま
で
も
例
外
的

な
処
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
す
が
、
各
教
区
共
々
に
総
会
を

い
か
に
開
催
す
る
か
と
い
う
点
に
最
も
苦

労
し
た
の
が
今
年
の
総
会
の
特
徴
で
あ
っ

た
と
言
え
ま
す
。

　
総
会
を
書
面
決
議
で
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
各
教
区
共
に
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
准

允
式
・
按
手
礼
式
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
教
区
に
託
さ
れ
た
重
要
な

務
め
と
考
え
、
常
置
委
員
会
の
開
催
時
に

行
っ
た
り
、
議
長
に
一
任
し
当
該
す
る
教

会
に
赴
い
て
行
う
と
い
っ
た
努
力
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
教
区
全
体
で
教
師
と
し
て
の

歩
み
を
始
め
る
人
の
誓
約
に
立
ち
会
い
、

祝
福
し
迎
え
る
こ
と
は
重
要
な
働
き
で
す

が
、
苦
渋
の
決
断
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

逝
去
者
の
追
悼
礼
拝
を
ど
う
す
る
か
の
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
教
区
で
書
面
に
よ
る
決
議
が
中

心
で
し
た
の
で
、
教
区
三
役
や
常
置
委
員

の
選
挙
、
教
団
総
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
は
、
2
年
続
き
で
任
期
延
長
と
し
た
教

区
が
ほ
と
ん
ど
で
や
む
を
得
な
い
処
置
で

し
た
が
、
教
団
も
同
様
、
残
さ
れ
た
課
題

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
あ
え
て
書
面
の
や

り
と
り
を
重
ね
て
選
挙
を
行
っ
た
教
区
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
宣
教
を
め
ぐ
る
重
要
な

課
題
に
つ
い
て
の
協
議
を
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
で
き
ず
法
定
議
案
だ
け
の
決
議
を

形
式
的
に
行
な
っ
た
形
で
、
教
区
活
動
全

体
が
停
滞
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注

意
を
要
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
状
況
で
こ
そ
各

教
会
の
痛
み
を
担
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
道
を
ど
う
捉
え
宣
教
の
課
題
を
受

け
止
め
、
開
発
し
て
い
く
か
の
営
み
が
各

教
区
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号

を
4
9
6
0
・
6
1
合

併
号
と
し
、
次
号
は
11

月
27
日
に
発
行
し
ま

す
。総

幹
事
　
秋
山
　
徹

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

を
予
防
す
る
た
め
に
第
70
回

東
中
国
教
区
総
会
及
び
第
70

総
会
期
東
中
国
教
区
臨
時
総

会
（
選
挙
総
会
）
を
書
面
に

て
実
施
し
た
。

　
6
月
28
日
に
確
定
し
た

教
区
総
会
に
お
い
て
は
、

2
0
2
0
年
度
歳
入
歳
出
決

算
承
認
に
関
す
る
件
及
び
教

教区総会報告 定期、臨時いずれも書面で開催

2021年度　❹ 大阪・東中国・総幹事総括

区
運
営
に
と
っ
て
必
要
最
小

限
の
議
案
上
程
に
と
ど
め
書

面
に
お
い
て
可
決
承
認
を
得

た
。
こ
の
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
り
つ
つ
も
引
き
続
い
て

委
員
会
及
び
地
区
協
議
会
な

ど
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
主

催
す
る
責
任
者
に
対
し
て
会

議
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
支

援
策
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
新
年
度
か
ら
教
区
の

会
議
を
開
催
す
る
役
職
者
に

は
基
本
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
用
ア
カ
ウ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
実
際
に

は
、
会
議
場
所
に
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
を
つ
な
ぐ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
が
、
世
界
的
パ
ン
デ

教区

東
中
国

臨
時
の
選
挙
総
会
を
書
面
に
て
実
施

教区

大
阪

三
役
・
常
置
委
員
任
期
延
長

新三役
左上から服部議長、中井副議長

木谷書記

総幹事総括

教
区
総
会
開
催
状
況
を
振
り
返
っ
て

秋
山　

徹

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
第

66
回
教
区
総
会
を
書
面
表
決

に
て
開
催
（
5
月
3
日
）
し

た
。
和
歌
山
県
、
奈
良
県
、

大
阪
府
に
あ
る
教
会
3
会
場

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
の

開
催
を
目
指
し
準
備
し
て
い

た
が
、
大
阪
府
に
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
出
さ
れ
、
や
む

ミ
ッ
ク
を
経
験
し
た
上
で
、

教
区
に
つ
な
が
る
方
々
と
と

も
に
知
恵
を
集
め
、
協
議
を

続
け
て
い
く
仕
組
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
1
9
6
9
年
来

活
動
実
態
を
持
た
な
か
っ
た

中
国
宇
治
伝
道
所
と
美
作
伝

道
所
の
廃
止
が
2
年
越
し
の

準
備
の
末
、
可
決
承
認
さ
れ

た
。
主
の
立
て
ら
れ
た
共
同

体
を
廃
止
す
る
手
続
き
故
、

願
わ
く
は
一
堂
に
会
し
て
廃

止
手
続
き
の
承
認
を
得
る
こ

と
を
希
望
し
た
が
、
今
後
も

な
が
く
集
会
の
見
通
し
が
立

た
な
い
た
め
に
つ
い
に
こ
れ

を
上
程
し
、
諮
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
7
月
1
日
か
ら
9

月
9
日
に
亘
る
期
間
で
実
施

し
た
選
挙
総
会
で
は
、
服
部

修
（
蕃
山
町
）
総
会
議
長
、

中
井
大
介
（
倉
敷
、
総
社
）

副
議
長
、
木
谷
実
（
湖
山
）

書
記
が
選
出
さ
れ
た
。

　
さ
き
の
第
69
総
会
期
も
半

期
以
上
は
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心

の
協
議
を
続
け
て
き
て
お

り
、
教
区
内
で
の
新
し
い
協

議
と
関
わ
り
の
試
み
に
も
よ

う
や
く
順
応
し
つ
つ
あ
る
。

教
区
で
は
将
来
的
宣
教
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
協
議

や
、
教
会
強
化
資
金
運
用
規

定
改
訂
な
ど
実
施
し
て
い
く

た
め
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
主
の
宣
教

の
た
め
に
教
区
と
し
て
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
山
本
博
之
（
玉
野
）、

延
藤
好
英
（
和
気
、
三
石
）、

柴
田
彰
（
倉
吉
）

【
信
徒
】
田
中
英
也
（
倉
吉

上
井
）、
河
田
直
子
（
蕃
山

町
）、
難
波
幸
矢
（
光
明
園

家
族
）、土
井
し
の
ぶ（
総
社
）

（
中
井
大
介
報
）

な
く
書
面
開
催
と
な
っ
た
。

　
そ
の
際
の
議
案
で
は
、
三

役
お
よ
び
常
置
委
員
選
挙
実

施
を
含
む
臨
時
総
会
を
9
月

20
日
に
対
面
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
感
染
状
況
の
深
刻
化
を

受
け
止
め
、
臨
時
総
会
も
書

面
開
催
と
な
っ
た
。
尚
、
三

役
・
常
置
委
員
選
挙
は
次
回

定
期
総
会
に
て
行
な
う
予
定

で
あ
る
。

　
従
来
定
期
総
会
で
行
な
っ

て
い
た
召
天
者（
2
0
1
9
・

2
0
2
0
年
度
逝
去
者
）
記

念
礼
拝
を
5
月
3
日
、
大
阪

大阪クリスチャンセンターで

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
小

礼
拝
堂
に
て
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
さ
さ
げ
た
。
礼

拝
後
に
は
2
0
2
0
年
度
・

2
0
2
1
年
度
の
新
来
教
師

紹
介
を
行
な
っ
た
。

　
総
会
で
は
全
議
案
を
承

認
・
可
決
（
総
数
2
7
4

中
、
提
出
数
2
2
6
）。
主

な
議
案
は
「
2
0
2
0
年
度

決
算
承
認
に
関
す
る
件
」、

「
2
0
2
0
年
度
決
算
処
分

に
関
す
る
件
」、「
2
0
2
1

年
度
予
算
に
関
す
る
件
」、

「
教
区
総
会
議
長
・
副
議
長
・

書
記
・
常
置
委
員
の
任
期
延

長
に
関
す
る
件
」、「
各
部
・

各
委
員
会
委
員
の
任
期
延
長

に
関
す
る
件
」
等
で
あ
る
。

任
期
延
長
に
関
す
る
両
議
案

は
3
分
の
2
以
上
の
賛
成
で

可
決
と
し
た
。
教
区
「
負
担

金
総
額
算
定
に
世
帯
所
得
の

変
化
を
反
映
さ
せ
る
件
」
が

議
員
提
案
議
案
と
し
て
出
さ

れ
、
2
2
6
中
1
7
3
の
賛

成
で
可
決
し
た
。
こ
れ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
経
済
お
よ
び
教
会
・
伝

道
所
の
礼
拝
や
伝
道
に
及
ぼ

し
て
い
る
影
響
を
鑑
み
、
3

年
間
、
教
会
・
伝
道
所
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
主
旨

と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
算

定
に
関
し
て
は
常
置
委
員
会

に
委
ね
ら
れ
た
。
教
区
と
し

て
も
痛
み
あ
る
教
会
・
伝
道

所
と
共
に
歩
む
道
を
模
索
し

続
け
て
い
る
。

　
5
月
24
日
に
は
大
阪
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

に
て
准
允
・
按
手
を
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
行
い

（
准
允
＝
田
澤
節
子
教
師
・

大
和
キ
リ
ス
ト
、
田
中
真 

教
師
・
茨
木
、
按
手
＝
丹
羽

真
理
恵
教
師
・
蒲
生
）、
31

日
に
は
粉
河
教
会
に
三
役
が

赴
き
、
能
登
祐
子
教
師
の
准

允
を
行
な
っ
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、

2
0
1
9
年
度
・
2
0
2
0

年
度
の
常
置
委
員
会
報
告
、

以
下
同
様
に
、
各
部
・
各
委

員
会
報
告
、
教
務
及
び
教
勢

報
告
等
の
全
議
案
を
承
認
し

た
。

（
宮
岡
真
紀
子
報
）
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《
全
国
財
務
委
員
長
会
議
》

　
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
中

止
さ
れ
た
全
国
財
務
委
員
長

会
議
が
、
9
月
24
日
に
開
催

さ
れ
た
。
従
来
、
こ
の
会
議

は
、
二
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
度
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
、
半
日

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
沖
縄

教
区
を
除
く
16
教
区
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
秋
山
徹
総
幹
事
の
挨
拶
の

後
、
こ
の
会
議
に
参
加
し
た

16
教
区
の
財
務
委
員
長
よ

り
、
各
教
区
の
財
務
状
況
報

告
が
行
わ
れ
た
。
や
は
り
、

各
教
区
に
お
い
て
、
毎
年
、

信
徒
数
が
減
少
し
、
そ
れ
に

伴
う
財
務
状
況
の
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

教
区
全
体
の
活
動
費
を
確
保

す
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
増

加
傾
向
に
あ
る
互
助
の
た
め

の
資
金
の
確
保
が
財
務
の
課

題
で
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の

教
区
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
昨
年
春
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
す
べ
て
の
教
区

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
こ
の
感
染
症
は
、
多
く

の
教
会
に
礼
拝
を
は
じ
め
と

す
る
教
会
活
動
に
大
き
な
制

約
を
加
え
、
教
会
の
財
政
の

み
な
ら
ず
、
教
区
の
活
動
や

財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、
教
区
の
多
く
の
集
会
が

中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
こ
と
が
、
各
教
区
財
務

委
員
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

そ
れ
で
、
多
く
の
教
区
で

は
、
こ
の
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
負
担
金
の
減
額
を
実

施
す
る
等
の
様
々
な
対
策
が

な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
各

教
区
に
お
け
る
厳
し
い
財
務

状
況
は
、
こ
の
感
染
症
が
拡

大
す
る
以
前
か
ら
の
課
題
で

あ
り
、
多
く
の
教
区
に
お
い

て
、
こ
れ
か
ら
の
教
区
の
体

制
や
、
財
政
の
在
り
方
な
ど

の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
次
の
会
議
は
、
各

教
区
の
実
情
や
教
団
財
政
の

課
題
等
に
つ
い
て
の
十
分
な

意
見
の
交
換
の
場
を
持
て
る

会
議
に
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
も
出
さ
れ
た
。

《
予
算
決
算
委
員
会
》

　
10
月
1
日
、
第
9
回
予
算

決
算
委
員
会
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
で
行
わ
れ
、
主
に

2
0
2
1
年
度
第
2
次
補
正

予
算
と
、
2
0
2
2
年
度
予

算
案
を
扱
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
度
第
2
次

補
正
予
算
は
、
開
催
が

2
0
2
2
年
に
一
年
延
期
さ

れ
た
第
42
回
教
団
総
会
の
準

備
の
た
め
、
第
15
回
常
議
員

会
が
、
10
月
25
～
26
日
に
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
る
の
で
、
そ
の
た
め
の

経
費
と
し
て
事
業
活
動
支
出

第
1
款
第
1
項
「
常
議
員
会

費
」
を
2
5
0
万
円
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
2
0
2
2
年
度
予
算
案

は
、
各
教
区
の
財
務
状
況
を

考
慮
し
、
事
業
活
動
収
入

の
「
教
区
の
負
担
金
」
を

10
％
削
減
す
る
こ
と
を
中
心

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
事
業
活
動
支
出

は
、
2
0
2
0
年
度
決
算
を

も
と
に
、
8
月
末
ま
で
の
予

算
の
執
行
状
況
を
考
慮
し

て
、
主
に
常
設
委
員
会
費
や

宣
教
関
係
費
を
2
0
1
9
年

度
比
60
％
減
の
2
0
2
0
年

度
補
正
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
と

し
た
。
2
0
2
2
年
度
予
算

で
は
、
事
業
活
動
収
入
は
2

億
6
9
0
0
万
3
0
0
0
円

と
な
り
、
事
業
活
動
支
出
は

2
億
6
9
4
0
万
1
0
0
0

円
で
、
39
万
8
0
0
0
円
の

差
損
と
な
る
。
こ
れ
に
投
資

活
動
収
支
差
額
50
万
円
を
加

え
、
2
0
2
2
年
度
予
算

全
体
の
収
支
差
額
は
10
万

2
0
0
0
円
の
差
益
と
な
る

が
、
か
な
り
緊
縮
し
た
内
容

の
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

（
宇
田
　
真
報
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
た
め
、
今

回
の
教
師
検
定
試
験
も
、

学
科
試
験
は
レ
ポ
ー
ト
、
全
体
・
個
人
面

接
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
形
で
試
験
を
行
う
た
め
に
は
、

事
務
局
の
周
到
な
準
備
が
必
要
で
し
た
。

　
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
55
名
の
受
験

者
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
感
謝
で
し
た
。

主
の
御
業
を
畏
れ
を
も
っ
て
見
ま
し
た
。

　
受
験
者
は
神
学
書
を
参
考
に
出
来
る
の

で
、
よ
く
整
っ
た
レ
ポ
ー
ト
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
の
試
験
は
今

回
が
3
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
課
題
も

あ
り
ま
す
。筆
記
試
験
で
は
な
く
、レ
ポ
ー

ト
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
記
し
た
内
容

が
伝
道
者
と
し
て
伝
道
し
て
行
く
上
で
、

身
に
付
い
て
い
る
か
ど
う
か
。
ま
た
、
試

験
会
場
で
直
接
、
顔
と
顔
と
を
合
わ
せ
て

面
接
で
き
な
い
の
で
、
召
命
を
深
く
問
う

こ
と
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

が
続
く
中
で
、
今
後
の
課
題
で
す
。

第
41
総
会
期
　
教
師
検
定
委
員
長
　

井
ノ
川
　
勝

講
　
評

　
2
0
2
1
年
秋
季
教
師
検

定
試
験
が
8
月
31
日
よ
り
レ

ポ
ー
ト
提
出
に
よ
る
学
科

試
験
、
9
月
15
日
・
16
日
に

ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
用

い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
試

験
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
未

だ
収
束
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
を

踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
秋
季
以
来
、
3

回
目
の
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
試
験
と
な
っ

た
。
事
務
局
の
丁
寧
な
準

備
が
あ
っ
て
実
施
す
る
こ
と

の
で
き
る
試
験
で
あ
る
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
委
員

も
受
験
者
も
リ
モ
ー
ト
会
議

が
普
通
の
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
周
到
な
準
備
の
結
果
で

は
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面

接
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

　
秋
の
教
師
検
定
試
験
は
正

教
師
が
中
心
と
な
る
。
正
教

師
試
験
の
受
験
者
は
46
名
、

転
入
試
験
受
験
者
が
2
名
、

Ｃ
コ
ー
ス
継
続
受
験
者
を
含

む
補
教
師
受
験
者
が
7
名
与

え
ら
れ
た
。
祈
り
つ
つ
、
神

さ
ま
の
ご
用
の
た
め
に
仕
え

て
い
き
た
い
と
こ
れ
だ
け
の

受
験
者
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

は
日
本
基
督
教
団
の
喜
び
と

し
て
感
謝
し
た
い
。

　
教
師
検
定
試
験
は
事
前
の

提
出
試
験
、学
科
試
験
、面
接

試
験
を
通
し
て
行
わ
れ
る
。

事
前
の
提
出
試
験
で
は
、
旧

約
新
約
そ
れ
ぞ
れ
の
説
教
・

釈
義
を
求
め
る
。
こ
こ
数
年

の
傾
向
で
あ
る
が
聖
書
の
説

明
に
終
始
し
て
し
ま
う
も
の

が
少
な
く
な
い
。
ま
た
神
学

的
手
続
き
な
し
に
一
足
飛
び

に
十
字
架
と
復
活
に
結
び
つ

け
る
説
教
も
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。
説
教
者
の
主
張
が
先

に
立
ち
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

聖
書
を
語
る
よ
う
な
説
教
も

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
説
教
そ

の
も
の
よ
り
も
、
釈
義
お
よ

び
黙
想
の
深
ま
り
が
不
十
分

な
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
説
教
準
備
に
追

わ
れ
、
み
言
葉
を
深
く
味
わ

い
聞
く
経
験
が
不
足
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

　
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
な
っ
た

学
科
試
験
で
は
、
教
憲
・
教

規
、
旧
約
聖
書
神
学
、
新
約

聖
書
神
学
、
教
会
史
が
課
せ

ら
れ
る
。
準
備
期
間
が
も
う

け
ら
れ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
で

あ
る
た
め
に
、
試
験
会
場
で

の
筆
記
試
験
に
比
べ
整
え
ら

れ
た
解
答
が
多
か
っ
た
。
た

だ
し
ど
の
科
目
に
も
言
え
る

こ
と
だ
が
、
受
験
者
が
問
題

を
十
分
咀
嚼
し
て
レ
ポ
ー
ト

作
成
し
て
い
る
と
は
必
ず
し

も
言
え
な
い
。
問
題
を
受
け

取
っ
た
後
、
受
験
者
は
キ
ー

ワ
ー
ド
を
見
い
だ
し
辞
書
・

教団会議室でオンライン面接

正教師46名、転入2名、補教師7名が受験

2021年 秋季教師検定試験秋季教師検定試験

３
回
目
の
コ
ロ
ナ
対
応
試
験
、周
到
な
準
備
で
実
施

2021年秋季（レポート試験）・正教師検定試験問題
教憲教規および諸規則・宗教法人法
　次の2題に答えてください（両方で1600字程度）。
1. 教憲第1条には、教団の信仰告白を「奉じる」とあります。

教団信仰告白制定当時の歴史的経緯を踏まえた上で、この
言葉の意味するところを説明してください。

2. 宗教法人上の「宗教団体」の規定において、特に欠かせな
い重要な要件と思われるものを被包括団体と包括団体とに
分けて説明してください。また宗教法人法上の「宗教団体」
となっていない宗教団体の宗教活動の是非について述べて
ください。

旧約聖書神学
　次の2題を、旧約聖書の聖書箇所をいくつか挙げつつ、それ
ぞれ1500字程度で神学的に論じてください。なお、参考にし
た文献やそれに伴う註も明記してください。
1. モーセ五書における聖所の変遷について
2. バビロン捕囚後のイスラエル伝統体制の回復について

新約聖書神学
　次の2題を、新約聖書の聖書箇所をいくつか挙げつつ、それ
ぞれ1500字程度で神学的に論じてください。なお、参考にし
た文献やそれに伴う註も明記してください。
1. 共観福音書とヨハネによる福音書の共通点と独自性につ

いて
2. パウロ書簡におけるキリストの再臨について

教会史
　次の問に答えてください（3000字程度）。
◎初代教会以来、教会が被った迫害について概観しつつ、戦

時下の日本基督教団における第六部・第九部弾圧との類似
性と特殊性を論じてください。

辞
典
、
参
考
文
献
の
索
引
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
レ
ポ
ー
ト

作
成
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
時

代
で
あ
る
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
も
の
を

援
用
し
た
レ
ポ
ー
ト
も
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
。
レ
ポ
ー
ト

形
式
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
、
参
考
文
献
や
引
用
元
も

明
ら
か
に
な
さ
れ
る
こ
と
か

ら
そ
の
是
非
は
問
わ
な
い
。

し
か
し
参
考
文
献
を
そ
つ
な

く
ま
と
め
た
だ
け
と
い
う
答

案
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ど

の
科
目
も
教
科
書
的
な
正
し

い
答
え
の
み
な
ら
ず
、
教
会

に
仕
え
る
自
分
の
言
葉
と
し

て
理
解
し
論
ず
る
こ
と
を
求

め
る
試
験
で
あ
る
。

　
課
題
を
残
し
た
受
験
者
も

多
く
あ
っ
た
が
、
面
接
試
験

に
あ
っ
て
は
公
同
教
会
の
信

仰
と
し
て
日
本
基
督
教
団
信

仰
告
白
を
尊
び
教
会
に
仕
え

て
い
き
た
い
と
誠
実
で
真
摯

な
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
が
労
苦
し
伝
道
牧
会

に
励
ん
で
い
る
姿
が
に
じ
み

出
て
い
る
。
主
の
た
め
に
労

苦
を
も
い
と
わ
な
い
教
師
が

立
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
、

日
本
基
督
教
団
に
と
っ
て
幸

い
な
こ
と
で
あ
る
。

　
教
師
検
定
試
験
と
と
も

に
、
Ｃ
コ
ー
ス
受
験
志
願
者

3
名
の
認
定
面
接
が
行
わ
れ

た
。
本
来
な
ら
神
学
校
を
経

て
伝
道
者
と
な
る
こ
と
を
求

め
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

が
あ
る
な
か
で
も
教
会
に
仕

え
た
い
と
の
言
葉
が
口
々
に

上
る
。
委
員
会
と
し
て
3
名

の
Ｃ
コ
ー
ス
受
験
を
認
め
、

こ
れ
か
ら
の
歩
み
の
た
め
に

祈
り
を
献
げ
た
。

　
教
師
検
定
試
験
終
了
後
、

第
13
回
教
師
検
定
委
員
会

を
開
催
し
た
。
今
回
の
教

師
検
定
試
験
の
振
り
返
り
、

2
0
2
2
年
春
季
教
師
検
定

試
験
の
予
定
の
確
認
、
提
出

試
験
の
確
認
な
ど
を
行
っ

た
。

（
清
藤
　
淳
報
）

各
教
区
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
共
有

▼
全
国
財
務
委
員
長
会
議
・
予
算
決
算
委
員
会
▲
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飯
川
雅
孝（
無
任
所
教
師
）

　
21
年
8
月
1
日
逝
去
、
78

歳
。
静
岡
県
生
ま
れ
。
06
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
田
園
都
筑
、
ま
ぶ
ね

教
会
を
牧
会
。
遺
族
は
妻
・

飯
川
輝
子
さ
ん
。

矢
吹
一
夫（
隠
退
教
師
）

　
21
年
9
月
14
日
逝
去
、
69

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
77
年

青
山
学
院
大
学
卒
業
、
80
年

よ
り
本
所
緑
星
、
山
口
信

愛
、
阿
佐
谷
東
、
本
所
緑
星
、

見
附
教
会
を
牧
会
し
20
年
隠

退
。
遺
族
は
妻
・
矢
吹
真
理

　
東
海
教
区
C
S
教
師
研
修

会
を
9
月
20
日
に
、
愛
宕
町

教
会
を
会
場
に
行
う
こ
と
が

で
き
た
。
テ
ー
マ
は
「
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
む
C
S
、

一
緒
に
つ
く
る
C
S
」。
講

師
は
、
関
東
教
区
埼
玉
地
区

の
坂
戸
い
ず
み
教
会
、
山
岡

創
牧
師
。

　
昨
年
依
頼
し
て
い
た
も
の

の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
延

期
。今
年
度
は
ど
う
す
る
か
、

教
育
部
の
委
員
と
共
に
最
後

の
最
後
ま
で
話
し
合
っ
た
。

教
区
内
3
県
と
講
師
在
住
の

埼
玉
県
、
4
県
の
う
ち
、
緊

急
事
態
宣
言
が
3
県
以
上
あ

る
場
合
は
中
止
に
す
る
こ
と

を
決
め
て
あ
っ
た
。
埼
玉
県

と
静
岡
県
の
2
県
の
み
だ
っ

た
の
で
、
開
催
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
緊
張
下
で
の

研
修
会
だ
っ
た
が
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
愛
を
感
じ
る
講
演

と
な
っ
た
。
講
師
は
生
き
生

き
と
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の

実
践
を
語
っ
た
。

　
出
席
教
会
20
教
会
、
出
席

者
27
名
、
急
遽
設
置
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
は
、
25
ア
ク
セ

ス
が
あ
っ
た
。
期
待
し
て
い

た
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、

福
音
伝
道
の
力
強
さ
を
覚
え

た
。

　
山
岡
牧
師
は
、
約
20
年
近

く
続
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち

と
の
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

語
っ
た
。
自
ら
の
子
ど
も
時

代
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
子

ど
も
も
大
人
も
楽
し
む
と
い

う
視
点
を
与
え
ら
れ
た
と
の

こ
と
。「
子
ど
も
と
大
人
が

一
緒
に
聖
書
の
物
語
を
考

え
、
段
ボ
ー
ル
等
で
形
を
作

り
、
能
動
的
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
聖
書
の
話
が

子
ど
も
た
ち
の
中
に
印
象
的

に
残
る
」
と
い
う
話
に
は
、

こ
ち
ら
も
わ
く
わ
く
さ
せ
ら

れ
た
。

　
そ
の
他
、「
中
高
生
に
は

真
剣
に
話
が
で
き
る
自
分
の

居
場
所
を
提
供
す
る
。
C
S

教
育
に
楽
な
近
道
は
な
い
。

能
動
参
加
型
の
活
動
を
心
掛

け
る
。
C
S
教
師
、
教
育
委

員
を
長
く
続
け
る
」
な
ど
の

話
も
あ
っ
た
。

　
最
後
に
今
後
の
課
題
が
語

ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
様
々

　
北
海
教
区
で
は
、
毎
年
教

区
主
催
の
夏
の
キ
ャ
ン
プ
と

春
の
合
宿
を
通
し
て
、
道
内

の
青
少
年
同
士
が
出
会
い
、

交
流
を
深
め
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
そ
れ
ら
の
開

催
は
叶
わ
な
く
な
っ
た
も
の

の
、
教
区
青
少
年
活
動
は
歩

み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
繋

が
り
を
絶
や
さ
な
い
た
め
出

　
★《
北
海
教
区
》　「
中
高
生
オ
ン
ラ
イ
ン
＋
対
面
の
集
い
」

皆
に
会
い
た
い
と
い
う
思
い
が
形
に

“農と食”をテーマに

「
開
拓
伝
道
援
助
資
金
」支
援
体
制
強
化
が
課
題

▼
伝
道
委
員
会
▲

　
補
教
師
登
録

大
槻
聖
神
愛

（
2
0
2
1
・
7
・
25
受
允
）

　
教
師
異
動

紀
伊
長
島
辞（
代
）吉
川
　
進

　
〃
　
　
就（
主
）森
下
　
研

新
栄
　
就（
代
）

キ
ス
ト
岡
崎
さ
ゆ
里

西
宮
公
同
辞（
代
）菅
澤
邦
明

　
〃
　
　
就（
主
）新
免
　
貢

泉
高
森
　
辞（
主
）阿
部
祐
治

　
〃
　
　
就（
主
）長
手
陽
介

西
原
　
　
辞（
主
）石
川
栄
喜

2021 年秋、教区のプログラム

会場に集まる者と、オンライン参加者をつないで
　
★《
東
海
教
区
》　
教
育
部
主
催 

「
C
S
教
師
研
修
会
」

　

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
む
C
S

　
第
9
回
伝
道
委
員
会
は
、

9
月
27
日
、
感
染
症
拡
大
防

止
対
応
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
形
式
に
て
行
っ
た
。

　
冒
頭
、「
こ
こ
ろ
の
友
」

文
書
応
援
伝
道
に
つ
い
て
、

本
互
助
制
度
を
周
知
す
る
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
が
諸
教
会
・

伝
道
所
に
配
布
さ
れ
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
本
委
員
会

と
し
て
は
今
般
減
少
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
支
援
教
会
が
支

援
を
維
持
し
、
願
わ
く
は
更

に
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
制
度
が
十
分
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
点

字
「
こ
こ
ろ
の
友
」
に
つ
い

て
も
『
信
徒
の
友
』
に
て
購

読
を
訴
え
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

来
る
こ
と
を
探
し
続
け
た
。

『
中
高
生
オ
ン
ラ
イ
ン
の
集

い
』
は
そ
う
し
た
模
索
の
中

で
昨
年
度
か
ら
生
ま
れ
た
、

ズ
ー
ム
を
利
用
し
て
の
集
会

企
画
で
あ
る
。

　
昨
秋
よ
り
の
一
年
で
4
回

の
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
を
重

ね
、
20
年
度
の
春
の
集
い
を

中
止
に
し
て
以
降
初
め
て
、

こ
の
10
月
に
対
面
で
の
『
集

い
』
を
実
施
し
た
。
画
面
越

し
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
も

皆
に
会
い
た
い
と
い
う
中
高

生
同
士
の
思
い
が
強
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

様
々
な
事
情
で
集
ま
る
わ
け

に
い
か
な
い
者
も
あ
る
。
実

行
委
員
会
の
高
校
生
、
大
学

生
、
大
人
が
知
恵
と
工
夫
を

出
し
合
っ
て
、
対
面
で
集
ま

る
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

者
と
が
共
に
出
会
え
る
形
を

実
現
し
た
。

　
こ
の
集
い
で
は
道
北
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
主
事
の

藤
吉
求
理
子
牧
師
を
講
師
に

招
き
、“
農
と
食
”
を
テ
ー

マ
に
学
び
の
時
を
持
ち
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
考
え
や

思
い
を
語
り
合
っ
た
。
開
会

と
閉
会
の
礼
拝
を
も
皆
で
守

り
、
交
流
や
ゲ
ー
ム
の
時
間

も
充
実
し
て
い
た
。
参
加
者

は
会
場
に
9
名
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
講
師
含
め
5
名
。
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
一
緒
に
食
事

を
し
た
り
、
宿
泊
で
夜
更
か

し
を
し
て
過
ご
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
で
も
集
ま
っ

た
中
高
生
た
ち
は
、
本
当
に

楽
し
そ
う
に
笑
い
合
っ
て
い

た
。

　「
遠
く
に
い
る
の
に
皆
に

会
え
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
」、「
こ
の
企
画
を
し
て
く

れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
」

と
い
っ
た
参
加
者
の
感
想
を

受
け
取
る
た
び
、
不
便
や
制

限
が
あ
っ
て
も
、
企
画
を
重

ね
る
意
味
が
あ
る
と
強
く
感

じ
る
。建
物
は
な
く
、決
ま
っ

た
形
式
も
な
い
が
、
確
か
に

こ
れ
は
中
高
生
の
彼
ら
彼
女

ら
自
身
が
創
っ
た
ひ
と
つ
の

教
会
な
の
だ
。
ど
こ
か
に
孤

独
を
感
じ
る
仲
間
が
一
人
で

も
い
る
限
り
、「
こ
こ
に
い

る
よ
」
と
実
行
委
員
会
は
呼

び
か
け
続
け
、祈
り
続
け
る
。

こ
の
灯
し
火
が
絶
や
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。（木

村
　
幸
報
）

子
さ
ん
。

新
井
克
己（
隠
退
教
師
）

　
21
年
9
月
30
日
逝
去
、
88

歳
。
群
馬
県
生
ま
れ
。
56
年

同
志
社
大
学
大
学
院
卒
業
、

58
年
よ
り
三
木
、石
巻
本
町
、

涌
谷
、
洛
南
教
会
を
牧
会
し

03
年
隠
退
。
遺
族
は
息
・
新

井
純
さ
ん
。

倉
敷
　
就（
担
）大
槻
聖
神
愛

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
日
本
語
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
教
会

辞（
外
）川
上
　
寧

　
〃
　
　
辞（
外
）川
上
真
咲

女
子
学
院
中
高

就（
教
）石
丸
泰
信

習
志
野
　
辞（
主
）大
村
　
栄

　
〃
　
　
就（
代
）山
本
信
義

中
野
　
　
辞（
主
）島
田
勝
彦

　
〃
　
　
就（
主
）大
村
　
栄

神
奈
川
教
区就（

巡
）島
田
勝
彦

　
教
師
休
職

本
間
敏
雄

　
教
師
隠
退

圡
橋
　
誠
、
阿
部
祐
治

　
伝
道
所
廃
止

う
る
ま

　
教
会
名
称
変
更

菖
蒲
→
白
岡
菖
蒲

な
可
能
性
が
無
限
大
に
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
の
暗
さ
の
中
に
、
希
望

の
光
が
射
し
込
ん
だ
。

　
人
間
の
業
に
は
限
界
が
あ

る
が
、
主
に
委
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
希
望
は
無
限
に
あ
る

と
の
喜
び
を
携
え
て
、
帰
路

に
着
い
た
。（

川
中
　
真
報
）

緊張下でも、多くの参加者を与えられて

　
陪
席
者
秋
山
徹
総
幹
事
よ

り
、
教
団
の
教
勢
、
財
務
状

況
の
分
析
か
ら
認
め
ら
れ

る
、
感
染
期
の
諸
教
会
・
伝

道
所
の
営
み
の
傾
向
が
語
ら

れ
た
。
感
染
期
の
営
み
の
中

か
ら
浮
き
上
が
る
教
団
特
有

の
課
題
と
強
み
を
共
有
し
、

今
後
、
本
委
員
会
と
し
て
も

分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
感
染
期
後
の
伝
道
の
展

望
を
望
み
た
い
。

　
教
団
総
会
の
延
期
に
よ

り
、
延
長
も
予
想
さ
れ
る
本

委
員
会
の
職
務
の
中
の
一
つ

に
教
区
伝
道
委
員
長
会
議
の

開
催
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
来
年
6
月
開
催
を
目
指
し

準
備
に
取
り
掛
か
る
こ
と
と

し
、
開
催
方
法
や
主
題
に
つ

い
て
は
継
続
審
議
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
継
続
検
討
課
題
と
し
て

「
開
拓
伝
道
援
助
資
金
」
支

援
体
制
強
化
が
あ
る
こ
と
を

共
有
し
た
。
今
般
、
援
助
申

請
す
る
教
会
・
伝
道
所
に
対

す
る
支
援
額
が
、
申
請
希
望

額
に
達
し
な
い
現
実
が
あ

る
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
委

員
会
内
外
か
ら
の
資
金
繰
入

等
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

を
続
け
る
。

　
終
盤
、
各
委
員
が
仕
え
る

教
会
や
施
設
の
感
染
期
に
お

け
る
営
み
の
工
夫
や
課
題
に

つ
い
て
自
由
懇
談
を
行
っ

た
。

（
村
上
恵
理
也
報
）

『
教
団
年
鑑
』
発
行
の

お
知
ら
せ

　『
日
本
基
督
教
団
年

鑑
2
0
2
2
』
を
11
月

12
日
に
発
行
し
ま
す
。
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秋
の
季
節
に
小
平
に
あ
る
東
京
教

区
・
西
東
京
教
区
の
共
同
墓
地
で
墓

前
礼
拝
並
び
に
納
骨
式
が
行
わ
れ
、

例
年
2
0
0
～
3
0
0
名
が
集
ま

る
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
と
あ
っ
て
、
納
骨
を
希
望
す
る
人

た
ち
だ
け
の
集
ま
り
と
な
り
、
そ
こ

で
の
説
教
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
2
年
近
く
の
状
況
は
、
こ
の

時
期
に
臨
終
の
時
を
過
ご
さ
れ
、
召

さ
れ
た
方
々
と
そ
の
家
族
に
と
っ

て
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
に

と
っ
て
、
大
き
な
痛
み
と
な
り
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
多
く

が
、
教
会
で
の
葬
儀
、
信
仰
共
同
体

で
の
別
れ
と
送
り
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。
教
会
の
葬
儀
の
時
は
教
会

に
と
っ
て
も
、
家
族
に
と
っ
て
も
、

ま
た
、
そ
の
た
め
に
集
ま
る
人
々
に

と
っ
て
も
、
こ
こ
で
こ
そ
、
キ
リ
ス

ト
に
あ
っ
て
生
き
た
信
仰
者
の
希
望

と
そ
れ
に
根
差
す
愛
に
生
き
た
生
涯

が
証
言
さ
れ
る
宣
教
の
重
要
な
働
き

の
時
で
す
。
し
か
し
、
一
人
一
人
が

家
族
さ
え
も
立
ち
会
え
な
い
孤
独
の

中
で
死
の
時
を
迎
え
、
火
葬
に
付
さ

れ
る
事
態
と
な
っ
た
の
で
す
。
い
わ

ば
一
人
の
人
間
の
死
を
、
一
切
の
輝

き
を
は
ぎ
取
り
シ
ー
ト
に
包
ん
で
投

げ
出
す
よ
う
な
過
酷
な
事
態
と
な
っ

た
の
で
す
。

　
こ
の
時
に
こ
そ
、教
会
共
同
体
が
、

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
与

え
ら
れ
る
希
望
の
約
束
を
確
認
し
、

そ
の
信
仰
を
も
っ
て
こ
の
時
を
耐
え

抜
き
、
御
国
の
栄
光
に
あ
ず
か
る
望

み
を
確
か
に
す
る
、こ
の
こ
と
こ
そ
、

教
会
が
な
す
べ
き
重
要
な
務
め
だ
と

思
い
ま
す
。

（
教
団
総
幹
事
　
秋
山
　
徹
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
墓
前
礼
拝

コ
ロ
ナ
禍
で
の
墓
前
礼
拝

　
キ
リ
ス
ト
者
の
家
庭
で
育
っ
た

杉
本
健
二
さ
ん
が
、
自
ら
教
会
に

通
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
高
校
3
年
生
の
頃
、
ア
メ
リ

カ
留
学
中
の
体
験
だ
っ
た
。
キ
リ

ス
ト
教
の
本
場
で
、
篤
い
信
仰
に

生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
教
会

は
、
町
内
会
の
集
ま
り
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。
教
会
の
あ
る
べ
き

姿
に
関
心
を
持
っ
た
杉
本
さ
ん

は
、
帰
国
後
、
仙
台
北
教
会
に
通

い
始
め
、
間
も
な
く
受
洗
し
た
。

　
大
学
で
文
化
や
思
想
を
学
び
、

大
学
院
で
は
そ
の
関
心
を
東
欧
に

向
け
た
。
大
学
院
に
入
学
し
て
す

ぐ
、
指
導
を
受
け
る
予
定
だ
っ
た

教
授
が
、
国
連
の
仕
事
で
赴
い
て

い
た
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
テ
ロ
に
遭

い
急
逝
し
て
し
ま
う
。
半
ば
志
が

挫
か
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
学

び
を
続
け
、
博
士
課
程
に
進
む
中

で
チ
ェ
コ
に
も
留
学
し
た
。

　
当
時
チ
ェ
コ
は
共
産
主
義
が
崩

れ
、
自
由
な
言
論
や
経
済
活
動
が

認
め
ら
れ
て
行
く
変
化
の
時
代
。

歴
史
家
た
ち
は
ド
イ
ツ
か
ら
受
け

た
被
害
の
み
に
注
目
す
る
の
で
は

な
く
、
ド
イ
ツ
が
敗
退
す
る
際
、

ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
の
ド
イ
ツ
系
住

民
を
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
に
追
放
し

た
自
ら
の
負
の
歴
史
に
も
光
を
当

て
歴
史
を
語
り
直
そ
う
と
し
て
い

た
。
歴
史
を
、
愛
国
ナ
ル
シ
シ
ズ

ム
か
ら
来
る
自
国
礼
賛
の
た
め
に

語
る
の
で
は
な
く
、
負
の
側
面
も

含
め
て
客
観
的
か
つ
謙
遜
に
受
け

止
め
る
姿
勢
に
強
く
共
感
し
た
。

　
父
と
同
じ
く
教
師
の
道
に
進
ん

だ
杉
本
さ
ん
は
、
現
在
、
茨
城
キ

リ
ス
ト
教
学
園
に
務
め
る
。「
戦

争
と
い
う
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
」
と
の
信
念
を
持
ち
、
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
伝
え
る
べ
く

教
壇
に
立
つ
。

　
学
校
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
だ

が
、
キ
リ
ス
ト
者
の
教
職
員
は
多

く
な
い
。
杉
本
さ
ん
は
、
自
ら
の

信
仰
に
つ
い
て
積
極
的
に
語
り
、

そ
の
言
葉
に
恥
じ
な
い
よ
う
励
む

こ
と
で
証
し
を
し
よ
う
と
心
掛
け

る
。
ま
た
、
自
ら
が
高
校
時
代
に

励
ま
さ
れ
た
聖
句
、「
主
に
望
み

を
お
く
人
は
新
た
な
力
を
得
　
鷲

の
よ
う
に
翼
を
張
っ
て
上
る
」（
イ

ザ
ヤ
40
・
31
）
を
、
受
験
に
挑
む

生
徒
た
ち
に
贈
っ
て
い
る
。

戦争を繰り返さない
ために

1975年生まれ。仙台北教会員

杉本　健二さん

　
第
1
回
目
は
9
月
21
日
、

福
島
駅
か
ら
徒
歩
で
10
分
ほ

ど
の
所
に
あ
る
信
夫
教
会
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
を
聞
い

た
。
今
回
は
2
0
2
1
年
東

北
地
方
地
震
被
災
教
会
会
堂

等
再
建
支
援
委
員
会
よ
り
、

篠
浦
千
史
、
黒
沼
宏
一
、
河

田
直
子
の
各
委
員
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
保
科
隆
東

北
教
区
議
長
が
参
加
し
た
。

　
信
夫
教
会
か
ら
は
佐
藤
秀

吉
牧
師
と
役
員
の
荒
木
紀
子

さ
ん
が
出
席
し
、
被
害
状
況

と
そ
の
後
の
補
修
状
況
を
聞

い
た
。
被
害
は
外
壁
、
特
に

2
階
の
窓
近
辺
の
亀
裂
、
教

会
と
牧
師
館
の
間
の
亀
裂
が

ひ
ど
く
、
ま
た
女
子
ト
イ
レ

の
損
傷
も
激
し
か
っ
た
。
幸

い
基
礎
部
分
に
問
題
は
な

く
、
補
修
だ
け
で
済
む
と
の

こ
と
。
た
だ
木
造
建
築
の
た

め
、
梅
雨
前
に
補
修
が
完
了

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
2
階
の
外
壁

で
あ
る
こ
と
か
ら
足
場
が
必

要
で
、
約
1
ヶ
月
の
工
事
の

後
、
5
月
末
に
工
事
は
完
了

し
た
。
工
事
に
は
、
足
場

の
費
用
も
含
め
て
お
よ
そ

2
0
0
万
円
か
か
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
地
震
直
後
の
礼
拝
で
、
会

堂
内
の
備
品
は
そ
の
ま
ま
使

え
る
状
況
だ
っ
た
の
は
幸
い

だ
っ
た
。
た
だ
見
上
げ
る
と

会
堂
の
天
井
部
分
に
は
損
傷

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
食
器
棚

か
ら
食
器
が
崩
れ
落
ち
て
割

れ
て
し
ま
い
、
押
入
れ
の
中

は
物
が
散
乱
し
、
そ
の
後
片

2021年東北地方地震被災教会会堂等再建支援委員会

東北教区・関東教区10被災教会の声

足場を組み、2階の外壁を補修

付
け
に
は
か
な
り
の
時
間

を
要
し
た
。
そ
の
散
乱
状
況

は
、
10
年
前
の
東
日
本
大
震

災
の
時
よ
り
も
ひ
ど
か
っ
た

そ
う
だ
。
前
回
と
揺
れ
の
方

向
が
違
っ
た
の
が
被
害
状
況

に
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
福
島
市
内
で
も
、
被

害
状
況
は
場
所
に
よ
っ
て
違

う
よ
う
で
、
信
夫
教
会
は
比

較
的
大
き
な
被
害
が
出
た
地

域
に
あ
っ
た
。
教
会
近
隣
在

住
の
教
会
員
2
名
も
被
害
を

受
け
た
。

　
今
回
の
地
震
は
建
物
だ
け

で
済
み
、水
道
、電
気
と
い
っ

た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
と
佐
藤
牧

師
は
語
っ
た
。
最
後
に
、
佐

藤
牧
師
に
教
団
へ
の
要
望
を

求
め
た
と
こ
ろ
、「
東
日
本

大
震
災
の
時
、
教
団
は
速
や

か
に
行
動
し
て
く
だ
さ
り
、

被
害
は
大
き
か
っ
た
が
、
自

分
た
ち
の
背
後
に
教
団
に
属

す
る
全
て
の
教
会
の
祈
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
、
今
回
は
2
月
の
地
震

後
、
教
団
の
動
き
が
後
手
に

回
っ
た
感
は
否
め
な
い
。
10

年
前
に
比
べ
て
被
害
状
況
は

大
き
く
な
か
っ
た
が
、
被
害

状
況
は
ど
う
で
あ
れ
、
迅
速

に
行
動
し
て
く
れ
る
の
が
望

ま
し
い
。
地
震
に
限
ら
ず
、

洪
水
な
ど
の
天
災
が
こ
れ
か

ら
も
起
こ
る
と
思
う
が
、
自

分
た
ち
の
背
後
に
は
多
く
の

教
会
の
祈
り
が
あ
る
こ
と

を
、
教
団
が
速
や
か
に
行
動

す
る
こ
と
で
示
し
て
欲
し

い
」
と
言
わ
れ
た
。
7
月
の

常
議
員
会
で
具
体
的
な
行
動

を
始
め
た
こ
と
、
本
当
に
遅

か
っ
た
と
反
省
し
た
。

（
篠
浦
千
史
報
）

　

第
61
回
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」　

認
定
試
験
公
告

第
61
回
（
2
0
2
2
年
）「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」

認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

＊
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を
鑑
み
、

試
験
会
場
で
の
実
施
を
中
止
し
ま
し
た
。

　
筆
記
試
験
を
レ
ポ
ー
ト
試
験
に
、
会
場
で
の
面
接
を

オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
に
変
更
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
受
験
願
書
提
出
期
限
　
2
0
2
1
年
12
月
13
日（
月
）

　（
提
出
物
1
～
7
を
教
区
に
提
出
）

◆
論
文
提
出
期
限
　
2
0
2
2
年
2
月
4
日
（
金
）

　（
試
験
科
目
ハ
の
論
文
・
教
団
教
育
委
員
会
に
提
出
）

◆
レ
ポ
ー
ト
提
出
期
限
　
2
0
2
2
年
2
月
25
日（
金
）

　（
試
験
科
目
イ
の
レ
ポ
ー
ト
・
教
団
教
育
委
員
会
に

提
出
）

◆
面
接
試
験
日
時
　
2
0
2
2
年
3
月
4
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接
試
験

◆
試
験
科
目

イ
．
レ
ポ
ー
ト
試
験
　
日
本
基
督
教
団
教
憲
、
教
規

お
よ
び
諸
規
則
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
（
メ
ー
ル

提
出
可
）

＊
提
出
期
限
1
週
間
前
、
2
0
2
2
年
2
月
18
日

（
金
）
午
前
中
に
E
メ
ー
ル
に
て
設
問
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ロ
．
面
接
　
＊
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接

ハ
．
論
文
　
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
15
～
20
枚

　「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
歴
史
と
展

望
」

◆
提
出
物

◎
以
下
の
書
類
を
整
え
必
ず
期
限
ま
で
に
教
区
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1
．
受
験
願
書
・
所
属
教
会
主
任
教
師
の
推
薦
書

…
1
通

2
．
履
歴
書
・
信
仰
歴
…
1
通

3
．
教
区
の
推
薦
書
…
1
通

　（
以
上
は
教
育
委
員
会
所
定
の
も
の
）

4
．
出
身
学
校
校
長
の
推
薦
書
…
1
通

5
．
出
身
学
校
成
績
証
明
書
…
1
通

6
．「
私
は
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
を
め
ざ
す

の
か
、
召
命
と
の
関
連
で
」
記
述
書
　
4
0
0
字

詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
程
度

7
．
受
験
料
　

5
、0
0
0
円

　
　
教
育
委
員
会
所
定
の
用
紙
は
、
教
団
教
育
委
員

会
宛
に
、
住
所
、
氏
名
を
記
し
た
返
信
用
封
筒
に

1
2
0
円
切
手
を
添
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会
　
〒
169

−

0
0
5
1

　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31

　
　
T
E
L
0
3

−

3
2
0
2

−

0
5
4
4

　
2
0
2
1
年
10
月

　
日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会
　
委
員
長
　
増
田
将
平

信
夫
教
会
に
尋
ね
て 　東日本大震災から10年。今年2月13日、福島沖で震度6強という

大きな地震が再び起こり、多くの教会が再び痛手を負った。第14
回常議員会で「2021年東北地方地震被災教会会堂等再建支援委員
会」が設置され、東北教区、関東教区の10被災教会へ1300万円を
募金目標額として支援活動をスタートした。その中で委員会として
被災教会にインタビューし、各教会の声を聞くことになった。

東北地方地震被災教会支援募金
郵便振替口座
◎口 座 名　日本基督教団
◎口座番号　00140-9-145275
通信欄に「東北地方地震被災教会支
援」とご記入ください。
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